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 悪性翻にLynlp血。grapれyを施行し,如髄る麟断意義があるか検討した・ω癌転
 移で栃れる変化,及びその蹴搬,難良灘転で淋巴節姓づ己る陰影欠損と悪繊影欠損
 のX線学的鑑別。〔狙悪1生りンパ陣での異常所見の検討及びそ'れによる臨床病期分類へり応用。
 〔囲照射による淋巴節造影像の変化について。
 対象並びに研究方法
 榔調,割iリンパ膨5例,この他の癖4例諾†1・劇1(対しKinm。n馳氏灘
 準拠せる造姫施行尿.撮豚譜酬影馳冗特殊耀郷ち・蛛猷,立体拡大撮縦期
 し(て所見の分概レ・こ.取扱つた癌6ろ例中転移・描繊細に齢拙来ブ喚のは川列で・これ
 と放射線融,1醐魏ン1両醗醜転概診1棚来如・例諭291クll・鹸討した・灘リン刈1 
 面倒(細網肉脚6例,ホジ・キ斌邸例,巨繊肉騨瑚♂1ンパ肉胸囲で翻9菅1
 罎噺見を認めて闘離し1紀.鰯はるリン櫛雌/象の蘭(6。C・のr線照身重)には
 撒を4謙分割し,都曜)リが羅議した。この婿帥)麟リン・く駅みられる造
 影后の見かけ上の縮小.(2備前による正則ンノミ節の変化。(3)癌転秘)ンパ灘瓢(鰓脚ン
 パ11蛭鍍化で,吋れも481鞘1諺一ぼ鈍蹴出吐し・以/言これ臨ける'百分率聯
 小の度合を比較した。
 結果並びに考察
 〔1〕癌転移で制つれる変化に伽て,戯m汎の報髄参考とし白櫛1厳封した結果・
 先ずリンパ管系の変化として,(1)流路の著明な偏位,40%,(21測交路形成,50転(3M8時
 llll.1二御,い・パ管内に造影剤力二残溜せるもの,72%,(4榔各GD突然蜥とこれひq物リンパ管の
 拡張,造影剤の不規則な逆流,60%がみられる。リンパ節系の変化として,(1)節造影像の不連
 続,6e%,(2)部分的な泡沫像,50%,(3)半月状,半弓状充盈,25%,(4)虫喰像でその陰影
 欠損周辺部に線状ll影を見るもの,90鰯がある。従来癌転移診断にはリノパ節造影像よ匂もリン
 パ菅造1,㌻多像を重視する傾向にあった。これは結局癌転移で生ずる陰影欠損が,良性機転で生ずる
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 そ'れと,きわめて類似するので,最も多くみ・られる虫喰像の鑑別が困難なためてある。著者は前
 述の如く特殊撮影を応用し,特にこの点を検討した結果,虫喰像でもその陰影欠損周辺部分で造
 影剤の入っているところに線状影が存在すれぱ悪性陰影欠損と診断できることを知った。若者は
 この線状影をhnear-pa七ternと名付けた。組織学的には残存せるリンパ洞が腫瘍により
 圧排され線状排列を呈していた。〔m悪性リンパ腫55例を検討し,先ずこれが臨床病期即ち
 病変の拡がりを診断するのに有効で,且つ患者の経過観察を行う上で便利であることを知った。
 即ち造影前の祝触診上第一・期25例中,12例,48%で異常所見を認め,夫々二期2例,三期
 可0例と診断できた。更に残りの一期患者15例を経過観察した結果8例,61%に平均5ケ月.
 で異常所見の発現をみ,この時点で三期と診断できた。悪性リンパ騨でみられる変化並びにその
 頻度は,29例の検討から先ずリンパ管系の変化として,(1)腫大せるリンパ節の輸入輸出管の明
 瞭化,65%,この他は癌転移例と略々同じ変化がみられた。一・方リンパ節造影像は特有で,
 (1)リンパ節周辺部を比較的明確に保つた著明な騨大,100%。t2)泡沫像及び線状像,88%。
 (31円形,点状,散布状陰影欠損,46%。(4)虫喰像を主体とした変化,1ろ%。(5櫛造影像の不
 連続性,ろ5%が挙げられる。一般に悪性リンパ脚のX絵像は節造影像で代表される。即ち大多
 数の症例で,節周辺部を.比較的明確に保つた腫大と節内構造の泡沫像及ぴ線状像がみられること
 である。皿〕Ly'mPhOgrap上1yは放射線治療に際して,照射野設定,線量の計算等に有効
 であるが,著者はこれを治療効果判定に応用せんとして若干の基礎的観察を行った。この結果
 (1)正常リンパ節の見かけ上の縮小(造影剤の流出及び分解吸収に起因する)は造影剤注入后20
 日位からみられ,約一ケ月で平均95%に縮小する。(2)正常リンパ節の6030R照射で平均
 85%に縮小し,節内構造の変化はな1/・。(3)癌転移リンパ節は6000Rで平均75%に縮小し
 たが節内構造の変化は認められず,陰影欠損はそのまま残る。(4兇牲リノパ繭では5000Rで
 平均40%に縮小し節内構造では造影剤の濃縮,泡沫像及び線状像の消失が起つた。以上悪性リ
 ンパ腫では短期間の著明な縮小をはじめとして,照射前后で大きな差を示すので,治療効果判定
 に資する情報が多い。
結 論
 〔1〕悪性腫瘍10◎例に対し,KinmOn馳氏法によるLy'mpヒLograpnyを行い,本法
 の臨床的意義について検討した。x翻最影は,碧樋撮影の他に,立体,拡大,立体拡大撮影を応
 用し,特に立体拡大撮影は細かい所見の検討に有効であった。〔1〕癌転移でみられる変化につ
 いて,所見の8項で挙げ夫々の出現頻度を述べた。癌転移と良性機転で生ずるリンパ節の虫喰像
 を鑑別する上でlinear-pa七七ernの有無が重要である。即ち前者ではこれが認められ,後
 者で1⊂r認められない。〔凹悪性リンパ臆でほ他の検査法で診断し得ない病変の拡がりを本法で
 知ることが出来,臨床病期の決定には唯一・の決定的方法である。診断学的にはリンパ節造影像が
 特有て節周辺部を比較的明確に保つた脾大と泡沫像及び線状像で代表される。〔M治療効果判
 定への応用は癌転移1列で難かしい場合が多く,悪性リンパ腫では可能性を有する。5000R～
 55DOR照射で,40鰯に縮小し節内構造では造影剤の濃縮,泡沫像及び線状像の消失するの
 が観察された。
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 審査結果の要旨
 著者は癌65例,悪性リンパ腫ろろ例,その他の肉腫4例,計100例の悪性腫瘍に対し
 Ly'皿phographyを施行し,撮影術式LymPhogra皿を検討してLymphographyが悪
 性腫瘍に対し如何走る臨床的意義をもつているかという事を追求している。
 撮影術式ではリンパ節の微細構造を知るためには,拡大立体撮影が最も有効であると述べてい
 る。この撮影法により著者は次の如き新知見を得ている。すなわちリンパ節の癌転移によるレ線
 所見では虫喰像を示す陰影欠損が最も多ぐ認められるが,この所見は老入性退行変性や良性の炎
 症撚変化でもしばしぱ認められ従来鑑別がきわめて困難であった。そのため癌のリンパ節転移の
 診断には,リンパ節造影上りもリンパ管造影を重視する傾向すらあった。著者はその鑑別閑難な
 虫喰像でも,その陰影欠損周辺部で造影剤の入っているところに,線状構遭を認めればその虫喰
 像は悪性陰影欠損と診断できることを発見した。之をlillear-pa七temと碧者は名づけ
 た。組織学的検査によ)このpat七ernは残存せるリンパ洞が腫瘍により圧排され線状に配列
 したものであることが認ポ)られた。その他燕の転移例に於てはリンパ系の変化としては流路の著
 明た偏位409ろ,副交賂形成ろ。%,48時間以上リンパ管内造影剤残留ア。%,流路の突然中
 断60%を嚢怨めた。リンパ飾系ては節造影の不連続69砺,部分的泡沫像50%,半月状,半弓
 状充盈25転虫喰像ge%を認めた。
 悪性リンパ腫53例に於てはしy皿PhOgraPhy施行により病変のひろがりが確実に証明す
 ることができた。
 すなわち視,触診.上第1期と判定された25例中LymphOgraphyにより第II期2,第皿
 期10例と判明した。しかも第1期1ろ例中8例が5ケ月で第血潮に瑛多行したことを知ることが
 出来た。
 悪・性リンパ腫匡)ひろがりの決定はLymphography以外には麦いと云えるであろう。
 1酬生リンパ腫と診断するレ線所見はリンパ節造影像による。すなわちリンパ節周辺部が比較的
 囎確に保たれた著明なリンパ節の腫大と泡沫像及び線状像が再性リンパ腫の主なレ線診断上の根
 拠である。
 次に著者はLymphogr&m上のリンパ節の経蜷的た観察を行い,LyinP五〇graPhyは癌及
 び悪性リンパ腫の治療効果判宏に有意であることにも言及している。
 以上本研究は悪性腫瘍の診断,治療上寄与すること甚だ大であり充分学位に値するものと認め
 る。
 一456一
羊
